
普通教室でのタブレット端末とサーバを活用した授業実践 

iPadとMoodleサーバの運用について 

大阪府立東百舌鳥高等学校・北野 堅司 
 

高等学校にもタブレット端末の導入が進み、１人１台の端末を授業で活用できる環境が整いつつある。本校

では英語教育を中心に iPadを活用している。プレゼンテーションの授業、英語でのCM作成、Moodleで小
テストの実施等である。これらの実践を通して iPadおよびLMSに対する評価、iPadやMoodleを活用しや
すい環境整備、iPadやサーバの管理運用の実践を報告する。 

 
1. はじめに 
本校は大阪府の「使える英語教育(EFHS)」お
よびPanasonic財団からの助成で iPadが合計54
台導入され、生徒 1人１台で授業を実施できる環
境がある。現時点での本校の取り組み状況、特に

iPadのためのサーバ環境の構築と管理・運用の状
況、および現時点での課題を報告する。 
 
1.1 環境 

iPad５６台、WiFi アクセスポイント５台（固
定２台、移動３台）、Apple TV ３台、サーバMac 
mini server １台、iMac １台、その他保管庫や
電子黒板等が導入された。これらの機材は大阪府

の学校情報ネットワークに接続でき、外部にアク

セス可能である。またファイル共有環境として、

MacminiサーバにWebDAV、小テスト作成実行
環境として StarQuiz が導入された。これらの環
境はEFHSの各校でほぼ共通であるが、本校では
独自にMacmini server にmoodle 、WordPress 
サーバを導入済みである。 
1.1.1 Macminiサーバ 
 MacOS が実装されている小型のサーバマシン。
iPadの管理はこのサーバで行っている。 
1.1.2 AP（アクセスポイント） 
 本校の場合、移動用APとしてAirMac Extreme
ベースステーションを使用している。通常の家庭

用 APではユーザは１０台程度が限界であるが、
この APは最大５０ユーザが接続可能である。た
だし、動画の配信を同時に行う等大量のデータを

転送する場合は、このような業務用としても使え

る APでさえユーザは２０台程度が上限と見なさ
れていることがある。 
1.2 iPadの問題点 
大きく２つの問題がある。まず iPad の管理の
問題。５０台を超える iPad の設定を効率的に行
うにはどうすればよいか。次に個人用デバイスで

ある iPad を、複数の生徒が共有する事で発生す

る問題。具体的には、iPad内には個人のデータ（生
徒の作品）等が保存されているが、他の生徒がそ

れを削除・変更が可能である点である。 
 
2. iPadの管理 
先の項であげた１つめの課題（多数の iPad の
管理）に関して、本校ではサーバの管理機能を活

用して対処している。 
2.1 構成プロファイル 
 構成プロファイルとは、iOSデバイスの構成情
報のファイルである。多数の iOS デバイスを運
用・管理する場合、１つの構成ファイルを作成す

れば他の端末にもインストールすることができ、

iPadの導入作業が効率的になる。 

 
図１ 構成プロファイルの例 

 
2.1.1 管理できる項目 
 構成プロファイルでは、Wifiの設定、アカウン
トの設定、YouTubeや GameCenterの無効化等
の機能制限を記述できる。 
2.1.2 Apple Configurator 
 構成プロファイルは mac のアプリケーション
であるApple Configuratorで作成し、USBで接
続されたデバイスにインストールできる。Apple 
Configuratorはデータや APPのインストールお



よびデバイスの監視機能を持っている。

（windowsOSでは機能が制限されるが『iPhone
構成ユーティリティ』が提供されている。） 
2.1.3 プロファイルマネージャとMDM 
 構成プロファイルは Apple Configurator でも
作成・運用できるが、本校では OSX サーバの機
能であるプロファイルマネージャで管理している。 
 プロファイルマネージャでは、iPadに対してワ
イヤレスでプロファイルをインストールすること

可能である。Apple Configuratorと、プロファイ
ルマネージャまたはサードパーティの MDM
（Mobile Device Management）サービスを活用
すればより高度な管理・運用が可能となる。 
 
3 個人データの管理と LMS 
 iPadは個人用のデバイスであり、１つの端末に
複数のアカウントを設定できない。そのため iPad 
を共有する場合は、iPad 内の個人データをユー
ザ単位で管理された領域に保存する必要がある。 
3.1 LMSの必要性 
 大阪の府立高校では「個人情報保護条例」等に

よる制限のため、Apple や Google 等が提供する
クラウドサービスの利用も難しい。（現時点では

ASP 形式の外部のサービスは利用できない環境
となっている）。そこで個人別のデータの保存や

その他様々なサービスを提供できるサーバを、校

内に設置することとした。また EFHSでの iPad
の活用が、英語の学習にどれだけ貢献できるかを

確認する必要もあり、生徒の作品・個人データの

管理や学習履歴も記録できる LMS（Learning 
Mnagement System）を導入することとした。 
3.2 moodleサーバの導入 
 本校では、無料で利用可能な LMS である
Moodleを導入。当初はCent OS 5とMoodle1.9.4
でサーバの運用を開始、現在は Macmini server
（OSX 10.7 Lion サーバ）に、導入が容易な
Moodle4Mac and MAMP（Moodle1.9とMAMP
が統合されたパッケージ）で運用している。 
3.3 iPadからのデータアップロード 

iPadからサーバにデータをアップロードする
にはWebDAVが使用できるが、多くの生徒やICT
機器に不慣れな教員が授業で活用するにはハード

ルが高い。SKYMENU class等の学習支援システ
ムでは、一般パソコン教室に近いレベルのサービ

スを提供しているが、本校には未導入である。 
Moodleを利用する場合でもiPadの標準ブラウ
ザであるSafariからは、写真以外のファイルを直
接サーバにアップロードする事はできない。iPad
内のAPP間では、互いにドキュメントのアクセス
が制約されているためである。解決策としては、

iPadのMoodle用APPであるMoodlEZやリッチブ
ラウザであるiCabMobile等を利用すればよい。こ
れらのAPPでは、iPad内の各種APPのドキュメン
ト（KeynoteやPagesによる生徒の作品・課題等）
をMoodleサーバにアップロードできる。 

 
図２ iPadからのアップロード 

 
3.4 Moodleでの授業実践と評価 
 英語の授業で、Moodle を使った小テストを実
施した。なお小テストの作成はMoodle標準のツ
ールでなく、より使い易いHot Potatoesを用いた。
また情報の授業では、協同学習用のKeynoteで作
られた題材をMoodleから配布し、完成した作品
を提出させている。授業後のアンケートの結果は、

生徒・担当教員を問わず評価が高かった。 

 
図３ 授業の様子 

 
3.5 その他のサーバ 
 その他、iPadから生徒が動画作品を提出し、他
の生徒の作品も閲覧し易くするため、WordPress
の利用を試みている。また、動画配信については

PodCastingサーバの利用についても実践準備を
進めている。 
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